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　 　　　　　　 〔は じめに 】

　近年、痴呆 ケ ア に お い て は 大規模施設ケ アよ

りも小規模施設 ケア （グル
ープホーム や ユ ニ ッ

トケア な ど） の 方 が効果 が ある とし て 、北欧や

本 邦にお い て もそ の 有用 性が報告 され て い る。

こ れ らは 、平成 9 年か ら始 ま っ た 痴呆 対 応 グル

ープホーム へ の 助成 とい うか たち で 具 体化 され

て き て い る よ うに 思われ る。 しか し、そ の 効果

や 有用性 の 報 告は経験 的な も の が多 く、そ れ を

裏付 ける調査 が あ ま りな され て い ない の が 現状

で ある。

　そ こ で 今 回 特別 養護老人ホ
ー

ム （以 下特養棟

；4e 人 単位の 集団）で 数カ 月 生活 を行 い 、そ の

後グル
ープユ ニ ッ トケ ア （10 入単位 の 小集 団〉

に移行
・L た痴 呆性高齢者 を対象 に 24 時 間 の 行動 ・

観察．24 時間心拍数計測 を経時的に行い 、若干

の 知見を得たの で 報告す る。

　　　　　　　　 〔方濁

く対象〉

　特養棟で 半 年以 上生活 を した 後、グル
ーブユ

ニ ッ トケ ア へ 移行 した 17 名 に つ い て 調査 ・計

測 を行 い 、経時的 に計測可能だ っ た 7 名 を分析

対象者 とした。7 名の 臨床像 は、平均年令　83．2

才、男女比　1 ：6、VD ： SD 　l　OTHER ＝ 3 ：3 ： 1・

MMSE （Mini−Mental　State　Examination） ＝ 16．8 ±

6．8、PSMS （Physical　Self−Maintenance　Scale）＝ 8．6

± 2．6、BPRS （Brief　Psychiatric　Rating　Scale）　
＝ 3．3

± 3．1 で あ る e

〈調査 方法〉

　 特養棟生活 時、グル
ープユ ニ ッ トケア 入居 4

ヶ 月後、 8 ヶ 月後の 計 3 回 にわた り、24 時 間行

動 観察 、24 時間心 拍数計測 、各時期 の臨床像 に

っ い て 調査 を行 っ た 。 心拍数 は携帯用 心 拍メモ

リ
ー

装置 （竹井機器製） を装着し、24 時 間連続

で 1 分 毎に 心拍数 を計測 した。心拍数 の解 析は 、

専用 の イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス を介 して パ ソ コ ン に取

り込 んだ 24 時聞 （1440個 ）の データを基 に 、1

日 の 心拍変動 （折 れ線グラ フ）、心拍数の 度数分

布 （ヒ ス トグラ ム ）をグラ フ 表示 した 。また ，

覚醒時間 と睡眠蒔問を編み か けに して区 別 し 、 1

日の 総平均 心拍 数、覚醒時平均心 拍数、睡眠時

平均心拍数、さ らに覚醒 蒔 、睡 眠時 の 変動係数

（＝ 標 準偏差1平均 値 × 100） を算出 し経時 的変

化 を分析 した。　 ・

＜ ヒ ス トグラム に つ い て ＞

　24 時間心拍 ヒ ス トグラムは 基本的に 3 峰性 の

3 つ の 正 規分布 よ り構成 さ れ る 。緒方 らに よ る

と 「こ れ らは 日常生 活の 3 成 分 『  Rcsting　s£ate

；安静1休息状態2、『  Ordinary　 State； 覚醒1生

活状態』、『  Active　S窺ate ； 努力1活動状態』 に対

応 し て お り、健 常者 で あれ ば  と  がきれい に

分かれ る 2 峰性 の ヒ ス トグラム を形成 し。日中

の 活動水準が 高ま るほ ど  と  の 峰が 明確に現

れて くる 」 と して い る 。 高齢 者で は   の 峰が 出

て くる こ とは少な い が、通常の 生活 を送 っ て い

れ ばきれ い に 2 峰性 の ヒス トグラムが形成され

る こ とが多 い 。 しか し、反 対 に 日中の 身体活動

水準が少ない 場合、2 峰性が 1 峰性 に移行す る

との 報告 も あ る （寝たき り状態の ヒス トグラ ム

は 1 峰性 を示す 事がおお い ）。こ れ らの こ と か ら、

ヒ ス トグラム は個 人の ライ フ ス タ イル の 要約 と

して行動 を客観 的に考 察す る の に 役立つ も の と

思 われる 。

　　　　　 　　　 ［結果】

　 グル
ープユ ニ ッ トケ ア 入 居前後に お ける臨床

像 、総心拍数 、覚醒時心拍数、睡眠時変動 係数
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で は有意 な差が み られ なか っ た 。しか し睡眠時

心拍数 は各時期 （グル
ープユ ニ ッ トケア 入居 前、

入 居 4 ヶ 月後、8 ヶ 月 後〉 にお い て 減少 して い

た （One −way 　 Repeated−Measures　 ANOVA ； F ＝

4．32、p ＝  ．038）。また覚醒時変動係数 にお い て

は 経 時 的 に 増 加 し て い た （One−way

Repeated−Measures　ANOVA ； F ＝
　3．91、　p

＝

0．049）。 ヒ ス トグラム にお ける ライ フ ス タ イル

の 比較で は、特養棟 にお い て は 1 峰性だ っ た も

の が 、グル
ープユ ニ ッ トケ ア に移動後 2 峰性に

変化 し て い る対 象 者や 、日中の 活動が活発 にな

っ た 事 を示 す ヒス トグラム を表す対象者が い た 。

　24 時間 の行動観察か らは痴呆性高齢者の 主体

的な動 きや 、職員 の 関わる頻度 が特養棟 に 比 べ

多い 事が観察 された 。

　　　　　　　　 【考察】

　今 回、特養棟 か らグル
ープ ユ ニ ッ トケ ア に移

行 した 7 名の対 象者に おい て 、 睡眠時心拍 数の

域少 と覚醒時変動 係数の 増加が み られ た。 こ れ

ぱ 、 日中の 活 動性 が 増加 し、夜間は睡 眠 の 安定

が 得 られて い る こ とを 示 し て い る 。また、 ヒ ス

トグラ ム に よ る 比較で は 1 峰性か ら 2 峰性 へ の

移行が み られ 、特 養棟で は 寝た き り に近い ライ

フ ス タ イ ル の 痴呆 性高齢者 が、健常老 人の パ タ

ー
ン に 近づ い て い る こ とが示 され て い た 。日中

し っ か りと活動 し安定 した関わ りを持つ こ とは、

夜 間の 十分な 睡眠 に つ な が り、そ れが生活 リズ

ム の 安定 にな っ て い くもの と思 われ る 。 痴呆性

高齢者 に と っ て は 、生活 リズム の 乱れ や 不安な

どが 問題行動 に発展する こ とも多 い 。住環境 （人

的 e物理 的）の 整備 に よ り、生 活 リズム の 安定

がはかれ る の で あれ ば、そ れ は痴呆 ケ ア の 一
つ

の 方 向性 を示す も の と思わ れ る 。

　痴呆処遇で は 役割感や な じみ の 関係、不 安 に

な っ た 時、横に寄 り添 っ て くれ る 関わ り、そ し

て穏 やか に過 ごせ る雰囲気 な ど の 大切 さは 、多

くの 経験者が語 っ て い る。や さ し い ケ ア 、老人

主体 の ケ ア を提供す る意味で も、小 集団ケア の

必 要性が 今後 さ ら に 高 ま っ て い くよ う に思 わ れ

る 。

  〈グ ly一プ ユニットケア入 居前＞
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『ライ フ ス タイル の 変化 を示す ヒ ス トグラム 』
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